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農林総合研究センター（農業試験場） 
 

ペースト二段施肥技術を活用した水稲施肥体系の確立  

 
１  背景・目的  

水稲栽培で環境負荷低  

減技術の一つであるペー  

スト二段施肥技術につい  

て、適正な施肥体系を検  

討する。  

本技術はペースト肥料  

を移植同時に上下段に側  

条施肥することで、上段  

は生育前期、下段は後期  

の肥効が期待できる (図 1)。  

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                             

２  技術のポイント  

(1) 「コシヒカリ」では上下段比を 1： 1.25～ 2 の比率にすること

で粒状被覆肥料と同等の収量を得ることができる（表 1）。  

(2) ペースト二段施肥は、分げつ発生が旺盛となり穂数を確保し   

易い (図 2)。  

(3) 低地力ほ場では、整粒歩合が下がり、品質が低下する傾向があ

る（図 3）。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

３  成果の活用と留意点  

(1) プラスチック被覆殻を排出しない施肥技術として活用するこ

とで、環境保全型農業拡大への寄与が期待できる。  

(2) 穂数が不足しやすい中山間地では穂数増加に有効である。   

(3) 低地力地域では、生育後半の窒素不足により品質低下が懸念

され、下段の窒素施肥比率を高めても品質向上に繋がらない。  
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図 3 整 粒 歩 合 (対 照 比 )   図 2 穂 数 （ 対 照 比 ）  
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図 1 ペ ー ス ト 二 段 施 肥 の イ メ ー ジ  
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表 1 試 験 区 の 上 下 段 比 と 収 量  

試験区 上下段比
収　量

（精玄米重：対照比％）

粒状被覆肥料（対照）  1 :  2 100

ペースト①  1 : 1.25 99

ペースト②  1 :  2 97

ペースト③  1 :  4 92

　　*施肥窒素量6～8㎏/10a

　　*本試験は中粗粒灰色低地土(低地力）の

　　　ほ場で2か年実施


